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エチェバリーア司教
のインタービュー

ご聖体に関する世界代表司教
会議にあたって、「ラ・ガ
セータ・デ・ロス・ネゴシオ
ス」紙のフェルナンド・ラヨ
ン（以下、FR）とのインター
ビュー（2005年10月10日）

2005/10/16

FR エチェヴァリーア司教様、今回
の世界代表司教会議の特徴は「硬直
化」だという人がいますが…



JE司教 それは間違いでしょう。教皇
様は世界中の司教とお招きになった
神学者と専門家たちの考えに耳を傾
けたいとお望みです。ご聖体の秘跡
をより一層良い方法で生きるために
役立つ諸問題を分析し、教会全体に
とって大きな助けになる決定がなさ
れるものと確信しています。

FR ベネディクト16世が、ベルナー
ル・フェライ（レフェブレ・グルー
プのリーダー）、それにハンス・
キュングと会われたニュースを見る
と、現教皇様の別のイメージが見え
てくるのですが、どうお思いです
か？

JE司教 会見の内容についてはあまり
資料をもっていませんが、教会がす
べての人に開かれた存在であること
に変わりはないということは明らか
です。教皇様は人々が神に近づける
よう、神のために人々を取り戻すよ
う、できるだけのことをなさってい



ます。真理を探し求めている人な
ら、神を見つけるでしょう。

FR 数日前、ベネディクト16世教皇
はバチカンでオプス・デイ創立者の
彫像を祝福されました。オプス・デ
イは前の教皇と同じように現教皇と
も良い関係を保つのでしょうか？

JE司教 聖ペトロ大聖堂には150体の
あらゆる時代の聖人像が置かれてあ
ります。教皇様がこれらの彫像を祝
福なさるということには大きな象徴
的な意味があると考えています。聖
人たちも教会を築き、その善徳に
よって教会を飾っていること、また
教会がカトリック信者に聖人たちの
魅力ある模範を提供していることを
明らかに示しているからです。

FR オプス・デイにとって、どうい
う意味がありますか？

JE司教 具体的に聖ホセマリアの場
合、聖ペトロ大聖堂のその姿は属人



区が教会に仕えるためであることを
示し、また、教会に仕えることがす
べての信者の熱い望みであることを
表わしていると考えます。

FR 教皇は彫像を祝福しされました
が。

JE司教 ご存じのように、ベネディク
ト16世の祝福は私にとってこの上な
い喜びでした。あの祝福のとき、聖
ホセマリアなら言うだろうと思われ
ることが、頭に浮かんできました。
聖ホセマリアは、特別な日も含めて
毎日、些細なことがら、日常的なこ
とがら、大勢の人が気付かないよう
なことがらを大切にすべきであると
教えていたのです。

FR 1975年に創立者が帰天してから
今まで、属人区に変化がありました
か？

JE司教 オプス・デイは生きた組織で
すから、時とともに成長し円熟しま



す。勿論それは、神の恩寵とその計
画に従って、また一人ひとりの男女
の戦いを続ける努力、さらに素晴ら
しい学び舎ともいえる個人的な失敗
のおかげでそうなるということで
す。

FR 失敗もあったでしょうが、ヨハ
ネ・パウロ2世教皇の時には、オプ
ス・デイがあらゆる意味で発展を遂
げたことは否定なさらないでしょ
う？

JE司教 この30年間には、当然なが
ら、人や国や新しい使徒職という点
で大きな進歩がありました。教会と
世界の状況が変わりました。ヨハ
ネ・パウロ2世の存在の大きさを考
えるだけでもそれがわかります。オ
プス・デイにおいて、創立の精神そ
のもの、日常生活と職業そしてキリ
スト者としての義務の遂行を通して
聖性を目指し使徒職をすることへの



招きなど、本質的なことがらには何
らの変化もありません。

FR もっとも大きな変化は何でしよ
う？

JE司教 あなたの言葉を使って大きな
変化というなら、それは、多分、
1975年以後に起こった二つの大切な
出来事と関係があります。最初から
聖ホセマリアが予見していたことで
すが、オプス・デイが属人区として
設置されたこと、そしてこの聖なる
司祭の列聖です。この二つの画期的
な出来事はある意味では計り知るこ
とのできない結果をもたらしまし
た。中でも教会におけるオプス・デ
イの霊的な目的が荘厳に確認された
という点です。

FR 列聖はメンバーにとってどのよ
うな意味をもっていますか？

JE司教 私見によれば、列聖と共に、
属人区の信者がより強く責任を感



じ、福音宣教にコミットするよう励
まされ要求されていると感じたこと
でしょう。列聖式に先立つ数ヶ月
間、少なくとも私は列聖によって新
たな改心と新たな神探求に向かわな
ければならないと自分に言い聞かせ
ていました。

FR その改心は、今オプス・デイが
繰り広げている新しい使徒職と関係
がありますか？

JE司教 使徒職はそれぞれの場に固有
な必要にかかっています。社会と
人々の新たな必要に応じて適切な使
徒職が生まれます。具体的に言え
ば、最近、家族に関する種々のかた
ちの無数のイニシアティヴが生まれ
ています。それぞれに固有な形のも
のですが、大勢の人たちから現在推
進中の計画について話を聞くという
幸運を得ています。結婚した男女の
ための霊的形成、夫婦愛や子供の教
育に関するコースなどです。



FR 属人区の使徒職は家族に向けら
れているようですね？

JE司教 この種のイニシアティヴが無
数に現れるのは当然だと思われま
す。今も昔も、家族はいのちと幸せ
の源だからです。家族的な面の重要
性がますます増していることは明ら
かです。人々にとってどうしても必
要な愛情と社会に必要な力を与える
家族の重要性が強く感じられている
のです。

FR 家族に関係のある使徒職はオプ
ス・デイ特有のものですか？

JE司教 オプス・デイにおいて、使徒
職は人から人、友人から友人へ、と
いう具合に行なわれます。福音宣教
に効果が上がるかどうかは構造や組
織の問題ではありません。大切なの
は、カトリック者がイエス・キリス
トを人々に示すことです。人々がキ
リストの御言葉の美しさと真実を発



見するよう助け、周りにいる人たち
と愛をもって接することです。

FR それはすべてのキリスト者の使
徒職でもありますね。

JE司教 「仕えるために（あるいは役
に立つために）使える」と聖ホセマ
リアは繰り返し教えました。この言
葉が教会の福音宣教の仕事に当て嵌
まることに疑いはありません。人々
に仕えるならば、福音の伝達者とし
ての教会に仕え、役に立ちます。キ
リスト者としての証明はこのように
要約できるのではないでしょうか。

FR オプス・デイが二人の枢機卿
と、ブルゴスとバルセローナの二人
の司教を有するということは、属人
区にとって影響がありますか？

JE司教 お答えする前に、ご質問にあ
る言葉について確認させてくださ
い。オプス・デイは枢機卿も司教も
もっていないからです。枢機卿や司



教は仕事の面で教皇様に依存してい
ます。また、少々大袈裟に聞こえる
かもしれませんが、さらに申し上げ
るなら、「有する」という言葉は属
人区の信者にも当て嵌めることがで
きません。確かに、オプス・デイに
「属する」と言い、また教区は司祭
と信者を「有する」とうことがあり
ますが、「属する」といのは所有物
になることではなく、別の関係です
から。

FR 今のご説明を受け入れます。

JE司教 ご免なさい。こういうことを
申し上げたのは、間違った考えをし
て、教会は信者を好きなようにする
というような意味で話すことがある
からなのです。ところが、教会とは
人々が自由に生きる場です。また、
オプス・デイにおいて、自分と他人
との自由の第一の擁護者は常に聖ホ
セマリアでした。



FR しかし、任命がオプス・デイに
影響を与えなかったはずはないと思
うのですが。

JE司教 属人区の司祭が枢機卿や司教
に任命されるということは、実は、
オプス・デイに固有な使徒職にとっ
て大切な働き手を失うことになりま
す。勿論、こういうかたちで教会に
仕えることですから、喜んで受け入
れます。

FR 自由の話になりましたが、スペ
インは事実上キリスト教的でなくな
りました。法律においても習慣にお
いても。この国の将来をどうお考え
でしょうか？

JE司教 おっしゃったような絶対的な
言い方はそのまま受け入れることが
できません。スペイン社会の大部分
はキリスト教的だと今も考えていま
す。多くの面で、社会の殆どのとこ
ろで、キリスト教的な生活をしてい
ると思っています。たとえば、豊か



な伝統、それは宗教的な意味を保存
しており、生活にしっかりと根を下
ろし、人気があります。また、現実
には、キリスト者とは個々の人格で
あることを申し上げておきたいと思
います。

FR おそらく、スペインでは信者で
あると自称する人々が実はそうでは
なく、信者らしい生活をしていない
のではないでしょうか？

JE司教 信仰に関していうならば、将
来は開かれています。まずカトリッ
ク者は、自分の説得力ではなくて、
神の恩寵とその慈しみを信じていま
す。さらに、信仰とは使徒職を通し
て伝達してゆくものですから、将来
は私たちの手中にあるのです。私た
ちカトリック者が互いに元気を出し
て首尾一貫した生き方をし、喜びに
あふれて謙遜、欠けるところのない
生き方をするよい働き人であれば、
国の公的な生活に参加して国民とし



ての権利と義務を行使するならば、
スペインにおける教会の展望は希望
に満ちたものとなるでしょう。

FR でも、雰囲気がキリスト教的で
ないということは否定できないので
はありませんか？

JE司教 外的な雰囲気は確かに影響を
与えますが、信仰の将来は何よりも
キリスト者の忠実にかかっていま
す。

FR 多分、司教様がケルンでご覧に
なった青年たちとは異なるのではな
いでしょうか？

JE司教 ケルンの集いに参加した人た
ちは、大勢の青年たちが神に出会い
たいと熱く望んでいる様子を目の当
たりにしましたが、彼らだけでな
く、世界の隅々から起こった大動員
を見て心を動かされた大人たちも、
同じ望みを体験したのです。



FR しかし、ケルンを別にすれば、
世界は神から離れていると言えるの
ではありませんか？

JE司教 おっしゃるとおりです。他に
も多くの兆候があります。残念なが
ら、人々は神から離れ、他所を見て
いるようです。一覧表を作る必要は
ありませんが、ベネディクト16世教
皇様が明白に指摘されたように、暴
力の芽、社会災害、いのちの軽視、
相対的な考え方などが蔓延していま
す。しかし、現代の諸悪を並べ挙げ
たり、現代社会の良い面に目を閉じ
たりしたくはありません。

FR ところで、キリスト者はこのよ
うな状況を前にして何ができるので
しょうか？

JE司教 いずれにしても、悪に対する
態度は不平を言うことでも嘆くこと
でもなく、謙遜と喜びの心で決心を
して、たとえ砂の一粒に思えるよう
であっても皆で善を広げることで



す。聖ホセマリアが好んで繰り返し
た言葉を思い出します。「平和とよ
ろこびの種蒔人」、これこそキリス
ト者のなすべきことです。

FR スペインでは公的な生活にオプ
ス・デイが存在するのを怪しむ人が
いるようですが。オプス・デイの力
や活力．．．

JE司教 あなたがおっしゃったこと
は、実際にはずっと少ないのです
が、その人たちの態度はすでにお話
した問題を反映していると考えま
す。即ち、カトリック信者全員を、
特にオプス・デイの信者を、一つの
集合体の部品や組織の部分のように
考え、彼らが上からの命令に盲目的
に従い、政治的なことがらにおいて
団体として行動するという思い違い
です。現実はまったく異なります。
スペイン、ここ80年足らずの間にオ
プス・デイを直接に知った数百万の



人々は各自の自由をどれほど尊重し
ているかの証人です。

FR 多分、オプス・デイの信者が政
治の政治に世界に入るのを拒絶して
いるのでしょう。

JE司教 公的生活と政治におけるカト
リック者の自由が理解されるにつれ
て、また過去のイデオロギーや閉ざ
された狭いメンタリティーに属する
ような考え方が克服されるにした
がって、オプス・デイの信者も他の
市民とまったく同じ自由を享受して
いるという事実が理解されることで
しょう。

FR 教会の様々な組織は社会で重要
な役割を果たすとお考えですか？

JE司教 現代社会の進歩を示す一つの
大きな兆候は、日毎に、市民・普通
の人間の諸権利を考慮するという点
でしょう。人間の共同体は自由に選
挙権を行使し、税金を支払い、ます



ます専門化した職業に従事するなど
のかたちで形成されています。社会
を形成するに当たり決定力を有する
のは市民・国民です。

FR そのような人間にとって宗教が
提供することがらは関心があるとお
思いですか?

JE司教 勿論、そう思います。教会が
信徒の間で、福音宣教を繰り広げる
は当然であり自然なことです。自由
と責任をもって信仰の光を人間の諸
活動の中心にもたらし、高貴な仕事
をさらに尊厳あるものにし、神の似
姿として造られた人間の素晴らしい
尊厳に見合った社会を建設すること
こそ、まさしく信徒の役割なので
す。

FR しかし、宗教が提供するものに
対して関心を示さないかもしれませ
ん。



JE司教 教会の目的・行き先と世界の
目的・行き先とは対立しないだけで
なく、別々の道でもありません。い
ずれも市民・国民の責任、カトリッ
ク者の責任、特に信徒の責任にか
かっています。

FR 司教様は楽観的な方ですね。

JE司教 歴史の変転を越えて、主の約
束は私たちの希望の確かな根拠だか
らです。「私は世の終わりまであな
たたちとともにいる」とおっしゃっ
たのです。この御言葉こそ、私を楽
観的にさせる理由です。たとえ、苦
しみや困難を克服しなければならな
いとしても、真理は必ず勝利を得る
からです。
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